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要旨　大隅諸島は南西諸島北部に位置する島嶼群

である．大隅諸島の軟体動物相について，陸産貝

類に関する研究は比較的多く行われているが，汽

水および淡水産貝類の研究に関してはほとんどな

く，基本的な貝類相についての報告すらない状況

である．そこで，本研究では大隅諸島と口之島，

および比較のために大隅半島南部，薩摩半島南部，

与論島における汽水および淡水産貝類の分布調査

を行い，本調査地における汽水および淡水産貝類

相を明らかにするとともに，汽水および淡水産貝

類における生息環境と種数の関係を明らかにする

事を目的とした．

　汽水および淡水産貝類は，2007 年から 2008 年

にかけて，各調査地にある河川（主に汽水域を含

む下流域や周辺干潟と純淡水域）とその周辺の水

路，水田，湧水地において，簡易ドレッジおよび

目視で確認できるものを採集した．

　汽水および淡水産貝類は，全調査地で 12 科 22

種確認した．海産貝類を含めると，全調査地で

21 科 54 種確認した．最も多くの調査地で確認で

きた種はカワニナである．カワニナは，日本全国

に分布する広域分布種であり，生息環境に適応す

る柔軟性をもつ表現型可塑性があることから，本

調査地でも分布を拡大していくことができたと考

えられる．本調査地と鹿児島県本土および奄美大

島の貝類相との比較では，本調査地は鹿児島県本

土の貝類相に近いと考えられる．

　生息環境と種数の関係において，最も出現種数

の多い生息場所は河口であり，最も出現種数の多

い水の性状は汽水であった．また，最も出現種数

の多い河川の改修強度は強であった．河口には干

潟や砂浜，マングローブ林などの様々な環境があ

り，各環境に応じて生物相が変化するため，種数

が多いと考えられる．汽水域は，塩分濃度に応じ

て生物相が変化するため，種数が多いと考えられ

る．汽水の巻貝は，岩盤付着性の生態を持つ貝が

多いため，改修強度が強の河川では，コンクリー

ト護岸が多く，付着性の貝類にとって安定した付

着基盤となることから，結果的に種数が多くなっ

たと考えられる．

　はじめに

　大隅諸島は琉球列島の北部，鹿児島県本土とト

カラ列島の間に位置し，種子島，屋久島，口永良

部島，黒島，竹島，硫黄島を含む島嶼群である．

この島嶼群において，種子島と屋久島は，リス～

ウルム間氷期（15–7 万年前）に大隅海峡が形成

するまで大隅半島と繋がっていたとされており

（大嶋，1977），鹿児島県本土と種子島・屋久島の

間には，昆虫の生物分布境界線として提唱されて

いる三宅線が存在する（徳田，1969）．また，硫

黄島と竹島は約 7300 年前の鬼界カルデラ形成に

伴う大爆発により生物相が絶滅したとされている

ことから（奥野，2002），大隅諸島は生物地理学

的に非常に興味深い島々を含んでいる．

　大隅諸島における軟体動物相についての研究と

して，中北部琉球列島における陸産貝類相の数量
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的解析（冨山，1983），鹿児島県三島村の陸産貝

類 相 と 陸 産 貝 類 の 分 散 様 式 に つ い て（ 冨 山，

1984），屋久島の陸産貝類相（黒田，1955），種子・

屋久島を中心とする陸産貝類相（大迫，1956）な

どの陸産貝類についての研究が比較的多く行われ

ている．また，鹿児島県内における汽水および淡

水産貝類相については，鹿児島県全体の淡水およ

び汽水産貝類の報告として，鹿児島県本土を中心

に調査された，鹿児島県の絶滅のおそれのある野

生動植物 動物編（冨山ほか，2003）や奄美大島

産陸水性貝類相（増田・早瀬，2000），口永良部

島産の淡水貝類 4 種（湊・楠井，1997）などの報

告が行われているが，大隅諸島における汽水およ

び淡水産貝類については，基本的な貝類相の報告

すらされていない状況である．

　そこで本研究では，大隅諸島と口之島，および，

比較のために，大隅半島南部，薩摩半島南部と与

論島を調査地として設定した．これらの地域にお

ける汽水および淡水産貝類の貝類相を明らかにす

るために，各調査地の汽水域および淡水域におい

て貝類の採集を行った．これら地域の貝類相につ

いての詳細な報告および考察を行った．また，主

要な環境別・調査地のおもな出現種，生息環境と

種数の関係についても考察した．

　材料と方法

本研究で扱う汽水および淡水産貝類

貝類は，生息環境や生活史の特性から主に海

産と陸産，淡水産の 3 つの生息区に分けている研

究例が多いが，実際，河口周辺では潮の干満差に

よって塩分濃度が時間や流程，水深によって変化

するため，川と海との区別が難しく，出現種にし

ても淡水産種と海産種の区別は困難である．本研

究では，河口および周辺干潟で淡水が影響してい

るとみなされるエリア（汽水域）と純淡水域，湧

水による湿潤地で確認される種類を対象として採

集を行った．

調査地

大隅諸島（種子島，屋久島，口永良部島，黒島，

硫黄島，竹島），口之島，大隅半島南部，薩摩半

島南部，与論島（淡水産貝類のみ採集）において，

汽水および淡水産貝類の採集を行い，各調査地に

ある河川（主に汽水域を含む下流域や周辺干潟と

純淡水域）とその周辺の水路，水田，湧水地で採

集を行った．調査地の概要および各調査地におけ

る調査地点は，Figs. 1–10 と Table 1 に示す．

調査期間

　種子島：2007 年 8 月 7–9 日，2008 年 8 月 11–13 日

　屋久島：2007 年 8 月 21–23 日，2008 年 9 月 29 日

–10 月 1 日

　口永良部島：2008 年 10 月 2–3 日

　黒島：2008 年 9 月 5–6 日

　硫黄島：2008 年 9 月 7–8 日

　竹島：2008 年 9 月 9–10 日

　大隅半島南部：2007 年 9 月 12 日，2008 年 5 月 7 日，

11 月 28 日

　薩摩半島南部：2007 年 9 月 13 日，2008 年 5 月 6 日，

12 月 3 日，5 日

　口之島：2007 年 3 月 29 日 –4 月 1 日

　与論島：2007 年 5 月 20 日

調査方法

2007–2008 年の期間に各調査地を巡り，汽水お

よび淡水産貝類の採集を行った．基本的に目視で

確認できるものを手取りで採集し，水深が深い場

所や手の届かない場所は，タモ網を用いた簡易ド

レッジで採集を行った．採集したものは標本とす

るため，採集を行ったその日のうちに熱湯処理を

行い，肉抜きし，軟体部は 40% アルコールに保

存し，殻はそのまま持ち帰った．肉抜きが困難な

小さな個体は，90% アルコールに保存し持ち帰っ

た．持ち帰った殻は乾燥させ，1 つ 1 つラベルを

つけて保存した．90% アルコールに保存したも

のは，乾燥させてからガラス管に入れ，調査地お

よび種ごとに分け，ラベルをつけて保存した．各

採集ポイントで採集環境を記録し，GPS を用い

て緯度と経度（日本測地計）を記録して地図上に

プロットした．
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Fig. 1．調査地の概要．

Fig. 2．種子島における調査地点．

Fig. 3．屋久島における調査地点．

Fig. 5．黒島における調査地点．

Fig. 4．口永良部島における調査地点．
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　結果

貝類相

今回の調査で 22 科 32 属 56 種の淡水・汽水産

貝類が採集できた（一部，汽水域で採集した海産

貝類も含む）．採集された貝類は下記の通りであ

る．

Fig. 6．硫黄島における調査地点．

Fig. 7．竹島における調査地点．

Fig. 8．口之島における調査地点．

Fig. 9．大隅半島南部における調査地点．

Fig. 10．薩摩半島南部における調査地点．
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Pt. 市町村・地名 河川名など 北緯 東経 調査日
1 田代 田代川・中流・転石 30°28′00.3″ 130°12′56.8″ 2008.10.2
2 田代 中流・転石 30°27′46.0″ 130°13′25.4″ 2008.10.2
3 寝待 河口・転石 30°27′50.8″ 130°14′01.3″ 2008.10.2
4 寝待 湧水 30°27′56.6″ 130°13′36.7″ 2008.10.2
5 新村 水路 30°27′30.6″ 130°10′53.6″ 2008.10.3
6 新村 新村川・中流・転石・泥 30°27′29.0″ 130°10′52.1″ 2008.10.3
7 本村 水路 30°27′44.4″ 130°11′39.5″ 2008.10.3
8 本村 河口・転石 30°27′37.2″ 130°11′38.1″ 2008.10.3
9 本村 河口・岩礁海岸 30°27′28.3″ 130°11′54.1″ 2008.10.3

10 本村 金ヶ迫川・中流・転石 30°27′32.5″ 130°12′04.3″ 2008.10.3
11 湯向 湯向川・河口・転石 30°27′02.9″ 130°15′06.8″ 2008.10.3

Table 1．調査地の概要．（a）種子島．

（c）口永良部島．

（b）屋久島．

Pt. 市町村・地名 河川名など 北緯 東経 調査日
1 椨川 椨川・河口・転石 30°23′53.8″ 130°37′29.8″ 2007.8.21
2 牧之川 牧之川・下流・転石 30°24′05.1″ 130°37′00.4″ 2007.8.21
3 城之川 城之川・河口・転石 30°24′26.0″ 130°36′01.2″ 2007.8.21
4 楠川 下流・転石 30°24′49.9″ 130°35′33.4″ 2007.8.21, 2008.9.29
5 楠川 河口・転石 30°24′54.1″ 130°35′34.3″ 2007.8.21
6 原 泉川・下流・転石 30°14′32.3″ 130°35′01.1″ 2007.8.22, 20089.29
7 原 泥落川・下流・転石 30°14′24.6″ 130°34′41.7″ 2007.8.22, 20089.29
8 湯泊 湯泊川・下流・水路 30°13′53.8″ 130°28′50.8″ 2007.8.22, 20089.29
9 中間 中間川・下流・転石 30°15′06.8″ 130°26′04.0″ 2007.8.22, 20089.29

10 中間 中間川・河口・転石 30°15′02.0″ 130°26′00.9″ 2007.8.22
11 栗生 栗生川・河口・転石 30°15′57.5″ 130°25′05.5″ 2007.8.23
12 栗生 栗生川・河口・岩礁海岸 30°15′53.1″ 130°25′03.4″ 2007.8.23
13 大川 水路 30°18′32.3″ 130°24′30.2″ 2007.8.23, 2008.9.30
14 大川 水路 30°18′42.4″ 130°24′23.9″ 2007.8.23, 2008.9.30
15 永田 河口・転石 30°23′31.6″ 130°24′55.2″ 2007.8.23, 2008.9.30
16 永田 水路・泥 30°23′32.4″ 130°25′41.1″ 2007.8.23, 2008.9.30
17 男川 男川・河口・転石 30°23′47.8″ 130°38′05.2″ 2008.9.29
18 吉田 河口・転石 30°25′41.1″ 130°27′36.1″ 2008.9.30
19 宮之浦 宮之浦川・河口・転石 30°25′15.6″ 130°34′29.4″ 2008.9.30
20 麦生 下流・転石 30°15′46.1″ 130°36′40.5″ 2008.9.30
21 安房 河口・転石 30°17′53.3″ 130°39′17.7″ 2008.9.30

Pt. 市町村・地名 河川名など 北緯 東経 調査日
1 美浜 水路・河口・砂浜 30°44′25.4″ 131°00′01.3″ 2007.8.7, 2008.8.11
2 美浜 水路・河口・砂浜 30°44′19.2″ 130°59′51.8″ 2007.8.7, 2008.8.11
3 湊 湊川・下流・転石 30°48′32.6″ 131°03′57.0″ 2007.8.8
4 湊 湊川・河口・転石 30°48′34.5″ 131°04′05.3″ 2007.8.8
5 湊 湊川・マングローブ干潟 30°48′26.3″ 131°03′55.8″ 2007.8.8
6 大川 大川・河口・転石 30°46′21.3″ 131°04′45.2″ 2007.8.8, 2008.8.12
7 庄司浦 河口・転石 30°42′46.7″ 131°04′31.8″ 2007.8.8
8 浅川 湊川・河口・転石 30°41′06.0″ 131°03′57.1″ 2007.8.8
9 新上里 宮瀬川・上流・転石 30°24′08.2″ 130°56′27.3″ 2007.8.8, 2008.8.13

10 里 山神川・中流・転石 30°22′18.0″ 130°54′54.5″ 2007.8.8, 2008.8.13
11 本村 鹿鳴川・下流・転石 30°21′44.8″ 130°53′30.4″ 2007.8.8, 2008.8.13
12 仲之町 大浦川・マングローブ干潟 30°27′10.4″ 130°57′32.6″ 2007.8.9, 2008.8.13
13 平山 大浦川・河口・転石 30°26′58.5″ 130°57′41.2″ 2007.8.9
14 仲之町 水路 30°26′06.7″ 130°57′31.6″ 2007.8.9, 2008.8.13
15 島間 島間川・河口・転石 30°27′30.4″ 130°52′10.4″ 2007.8.9
16 小平山 谷切川・河口・転石 30°28′40.2″ 130°53′01.3″ 2007.8.9, 2008.8.13
17 牧川 下二ツ川・河口・転石 30°37′55.3″ 130°57′06.5″ 2007.8.9, 2008.8.13
18 住吉 河口・転石 30°38′51.9″ 130°56′43.3″ 2007.8.9, 2008.8.13
19 能野 上二ツ川・河口・砂浜 30°41′38.8″ 130°58′07.4″ 2007.8.9, 2008.8.13
20 大崎 小川砂防堰提 30°46′19.4″ 131°00′55.8″ 2008.8.11
21 安納 安納川・河口・転石 30°43′02.6″ 131°04′29.4″ 2008.8.12
22 川脇 川脇川・河口・転石 30°38′34.7″ 131°03′05.6″ 2008.8.12
23 向井 向井川・河口・転石 30°32′51.7″ 131°00′28.5″ 2008.8.11
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（i）薩摩半島南部．

（h）大隅半島南部．

（g）口之島．

（f）竹島．

（e）硫黄島．

（d）黒島．
Pt. 市町村・地名 河川名など 北緯 東経 調査日

1 ― 中流・転石 30°50′02.5″ 129°55′21.3″ 2008.9.5
2 ― 下流・転石 30°50′16.2″ 129°55′38.7″ 2008.9.5
3 中里 沢・水路 30°50′27.4″ 129°55′50.0″ 2008.9.5
4 中里 中流・転石 30°50′15.7″ 129°56′15.5″ 2008.9.5
5 ― 湧水 30°50′14.2″ 129°56′40.3″ 2008.9.5
6 大里 中流・転石 30°49′52.5″ 129°57′21.6″ 2008.9.5
7 大里 河口・転石 30°49′55.8″ 129°57′36.0″ 2008.9.5
8 ― 中流・転石 30°49′04.9″ 129°55′05.5″ 2008.9.5
9 片泊 下流・河口・テトラポット 30°49′39.7″ 129°54′38.8″ 2008.9.5

10 ― 湧水 30°49′13.4″ 129°55′35.4″ 2008.9.6
11 ― 上流・転石 30°49′04.9″ 129°56′26.4″ 2008.9.6
12 ― 上流・転石 30°49′07.8″ 129°55′53.6″ 2008.9.6
13 ― 上流・転石 30°49′29.0″ 129°55′03.8″ 2008.9.6
14 片泊 堀田川・中流・コンクリート 30°49′44.9″ 129°54′45.9″ 2008.9.6

Pt. 市町村・地名 河川名など 北緯 東経 調査日
1 坂本温泉 湧水 30°47′55.8″ 130°17′34.9″ 2008.9.7
2 東温泉 湧水 30°46′40.8″ 130°18′00.1″ 2008.9.7

Pt. 市町村・地名 河川名など 北緯 東経 調査日
1 東風泊港 下流・岩礁海岸 30°48′38.4″ 130°24′33.7″ 2008.9.9
2 ウツン崎 河口・岩礁海岸 30°48′51.0″ 130°24′51.0″ 2008.9.9
3 ― 船倉川・下流 30°48′43.3″ 130°25′07.5″ 2008.9.10
4 赤崎 河口・転石 30°48′46.2″ 130°24′38.3″ 2008.9.10

Pt. 市町村・地名 河川名など 北緯 東経 調査日
1 ― 湧水 29°59′04.3″ 129°55′17.4″ 2007.3.29
2 ― 湧水 29°58′25.4″ 129°55′38.4″ 2007.3.30
3 ― 小河川・上流・転石 29°58′55.5″ 129°55′26.6″ 2007.3.30
4 ― 湧水 29°58′58.3″ 129°55′25.2″ 2007.3.30
5 ― 水田 29°59′06.8″ 129°55′19.6″ 2007.3.30
6 ― 水田 29°59′07.3″ 129°55′21.5″ 2007.3.30
7 ― ため池 29°59′06.3″ 129°55′27.4″ 2007.3.30
8 ― 水路・河口 29°59′06.2″ 129°55′28.7″ 2007.3.30
9 ― 水路・河口 29°59′03.5″ 129°55′30.3″ 2007.3.30

10 ― 水路 ― ― 2007.3.31
11 ― 水田 ― ― 2007.4.1

Pt. 市町村・地名 河川名など 北緯 東経 調査日
1 大泊 大泊川・河口・転石 31°01′23.1″ 130°41′11.6″ 2007.9.12
2 外之浦 外之浦川・水路・河口 31°01′31.4″ 130°42′03.8″ 2007.9.12, 2008.11.28
3 竹之浦 河口・転石 31°02′29.4″ 130°43′06.1″ 2007.9.12, 2008.11.28
4 古里 下流・転石・泥 31°02′49.5″ 130°43′46.6″ 2007.9.12, 2008.11.28
5 郡 郡川・中流・転石 31°03′33.8″ 130°44′21.1″ 2007.9.12
6 神川 神之川・河口干潟 31°16′04.8″ 130°47′52.5″ 2008.5.7
7 神川 水田 31°16′04.8″ 130°47′52.5″ 2008.5.7
8 塩入 雄川・河口干潟 31°12′50.7″ 130°45′59.9″ 2008.5.7
9 大川 大川・下流・転石 31°06′45.0″ 130°44′07.9″ 2008.5.7, 2008.11.28

Pt. 市町村・地名 河川名など 北緯 東経 調査日
1 秋目 秋目川・河口干潟 31°21′18.3″ 130°12′09.9″ 2007.9.13
2 久志 久志川・河口・転石 31°18′27.1″ 130°13′36.6″ 2007.9.13
3 枕崎 花渡川・河口干潟 31°16′08.0″ 130°17′21.9″ 2007.9.13
4 生見 下流・転石 31°17′58.9″ 130°34′41.8″ 2008.5.6
5 西方 湊川・河口・泥 31°16′14.5″ 130°37′34.7″ 2008.5.6
6 ― 河口干潟 31°14′36.9″ 130°39′06.4″ 2008.5.6
7 馬渡 馬渡川・河口・転石 31°14′40.7″ 130°28′26.3″ 2008.5.6
8 生見 水路・転石・泥 31°18′34.6″ 130°34′24.2″ 2008.12.3
9 伍位野 伍位野川・中流・転石 31°27′52.4″ 130°30′35.8″ 2008.12.3
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腹足綱 Class GASTROPODA

始祖腹足亜綱 Subclass Eogastropoda

カサガイ目 Order Docoglossa

ヨメガガサ科 Family Nacellidae．

1. ヨメガカサガイ Cellana toreuma (Reeve, 1854)

2. アミガサガイ Cellana grata stearnsi Pilsbry, 1911

ユキノカサガイ科 Family Acmaeidae

3．コウダカアオガイ Notoacmea concinna (Lischke, 1870)

4．コガモガイ Lottia kogamogai Sasaki & Okutani, 1994

直腹足亜綱 Subclass Orthogastropoda

古腹足目 Order Vetigastropoda

ニシキウズガイ科 Family Trochidae

5． イ シ ダ タ ミ ガ イ Monodonta confusa Tapparone-

Canefri, 1874

6．クロヅケガイ Monodonta neritoides (Philippi, 1849)

7． ク ビ レ ク ロ ヅ ケ ガ イ Monodonta perplexa 

Pilsbry, 1889

アマオブネガイ目 Order Neritopsina

アマオブネガイ科 Family Neritidae

8．イシマキガイ Clithon retropictus (Martens, 1879)

9．カノコガイ Clithon faba Sowerby, 1836

10．ヒメカノコガイ Clithon oualaniensis (Lesson, 1831)

11．イガカノコガイ Clithon corona (Linnaeus, 1758)

12． ア マ オ ブ ネ ガ イ Nerita (Theliostyla) albicilla 

Linnaeus, 1758

13．イシダタミアマオブネガイ Nerita helicinoides 

Reeve, 1855

14． ヒ メ イ シ ダ タ ミ ア マ オ ブ ネ ガ イ Nerita 

helicinoides tristis Pilsbry, 1901

15．アマガイ Nerita (Heminerita) japonica Dunker, 1860

16．オオアマガイ Nerita ocellata Le Guillou, 1841

17．キバアマガイ Nerita plicata Linnaeus, 1758

18．リュウキュウアマガイ Nerita insculpta Recluz, 

1841

19．エナメルアマガイ Nerita incerta Philippi, 1844

20．ヌリツヤアマガイ Nerita rumphii (Recluz, 1841)

21．フトスジアマガイ Nerita costata Gmelin, 1791

22．フネアマガイ Septaria porcellana (Linnaeus, 1758)

吸腔目 Order Sorbeoconcha

カワニナ科 Family Pleuroceridae

23．カワニナ Semisulcospira libertina (Gould, 1859)

トウガタカワニナ科 Family Thiaridae

24．タケノコカワニナ Stenomelania rufescens 

(Martens, 1860)

25．アマミカワニナ Stenomelania costellaris (Lea, 1850)

26．イボアヤカワニナ Tarebia granifera (Lamarck, 

1822)

リンゴガイ科 Family Ampullariidae

27．スクミリンゴガイ Pomacea canaliculata Lamarck, 

1819

ミズゴマツボ科 Family Stenothyridae

28．オキナワミズゴマツボ Stenothyra basiangulata 

(Mori, 1938)

キバウミニナ科 Family Potamididae

29．フトヘナタリ Cerithidea rhizophorarum A.Adams, 

1855

30． カ ワ ア イ Cerithidea (Cerithideopsilla) djadjariensis 

(K.Martin, 1899)

ウミニナ科 Family Batillariidae

31．ウミニナ Batillaria multiformis (Lischke, 1869)

カワザンショウガイ科 Family Assimineidae

32．クリイロカワザンショウ Angustassiminea castanea 

castanea (Westerlund, 1883)

33．ダテカワザンショウ Assiminea bella Kuroda, 1958

34．ウスイロオカチグサ Paludinella debilis (Gould, 

1859)

タマキビ科 Family Littorinidae

35．コウダカタマキビ Littorina pintado (Wood, 1828)

36．ヒメウズラタマキビLittoraria intermedia (Philippi, 

1846)

37．マルウズラタマキビ Littoraria articulate (Philippi, 

1847)

38．ホソスジウズラタマキビ Littoraria undulate (Gray, 

1839)

39．カスリ（ウズラ）タマキビ Littoraria ardouiniana 

(Heude, 1885)

40．イボタマキビ Nodilittorina trochoides (Gray,1839)

41．アラレタマキビ Nodilittorina exigua (Dunker,1860)

42．タイワンタマキビ Nodilittorina vidua (Gould,1859)

43．マルアラレタマキビ Nodilittorina sp.

アッキガイ科 Family Muricidae

44．レイシガイダマシモドキ Cronia fusca (Kiister, 
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1862)

45．テツレイシガイ Thalessa savignyi (Deshayes, 1844)

46．アッキガイ科の一種 Muricidae sp. 1

ゴマフニナ科 Family Planasidae

47．クロタマキビモドキ Supplanaxis niger (Quoy & 

Gaimard, 1834)

ムシロガイ科 Family Nassariidae

48．アラムシロ Nassarius festiva (Powys, 1833)

有肺目 Order Pulmonata

カラマツガイ科 Family Siphonariidae

49．カラマツガイ科の一種 Siphonariidae sp. 2

モノアラガイ科 Family Lymnaeidae

50．ヒメモノアラガイ Austropeplea ollula (Gould ,1859)

51．タイワンモノアラガイ Radix swinhoei H.Adams, 

1866

52．コシタカヒメモノアラガイ Lymnaea truncatula 

(Mueller, 1774)

サカマキガイ科 Family Physidae

53．サカマキガイ Physa acuta Draparnaud, 1805

二枚貝綱 Class VIVALVIA

翼形亜綱 Subclass Pteriomorphia

イガイ目 Order Mytilida

イガイ科 Family Mytilidae

54．ヒバリガイモドキ Hormomya mutabilis (Gould, 

1861)

ウグイスガイ目 Order Pterioida

ウグイスガイ科 Family Pteriidae

55．ウグイスガイ科の一種 Pteriidae sp. 3

異歯亜綱 Subclass Heterodonta

マルスダレガイ目 Order Veneroida

シオサザナミ科 Family Psammobiidae

56．ハザクラ Psammotaea minor (Deshayes, 1855)

種子島　種子島における貝類相を Table 2 に示

す．出現種数は 15 科 29 種である．最も多くの地

点で確認できたのはカワニナで，12 地点で確認

した．2 番目に多くの地点で確認できたのはイシ

マキガイで，6 地点で確認した．出現種数が最も

多い調査地点はポイント 16 で，11 種確認した．

出現種数が2番目に多い調査地点はポイント7で，

10 種確認した．種子島と鹿児島県本土，奄美大

島において共通する貝類は 15 種である．種子島

と鹿児島県本土においてのみ共通する貝類は 9 種

である．種子島と奄美大島においてのみ共通する

貝類は 3 種である．種子島においてのみ確認でき

たのはダテカワザンショウである．

屋久島　屋久島における貝類相を Table 3 に示

す．出現種数は 8 科 25 種である．最も多くの地

点で確認できたのはカワニナで，13 地点で確認

した．2 番目に多くの地点で確認できたのはヒメ

ウズラタマキビで，5 地点で確認した．出現種数

が最も多い調査地点はポイント 21 で，13 種確認

した．出現種数が 2 番目に多い調査地点はポイン

ト 17 で，9 種確認した．屋久島と鹿児島県本土，

奄美大島において共通する貝類は 16 種である．

屋久島と鹿児島県本土においてのみ共通する貝類

は 2 種である．屋久島と奄美大島においてのみ共

通する貝類は 4 種である．屋久島においてのみ確

認できたのはヌリツヤアマガイとカスリタマキビ

である．

口永良部島　口永良部島における貝類相を

Table 4 に示す．出現種数は 7 科 19 種である．最

も多くの地点で確認できたのはカワニナで，10

地点で確認した．2 番目に多くの地点で確認でき

たのはフネアマガイで，3 地点で確認した．出現

種数が最も多い調査地点はポイント 9 で，14 種

確認した．出現種数が 2 番目に多い調査地点はポ

イント 11 で，7 種確認した．口永良部島と鹿児

島県本土，奄美大島において共通する貝類は 12

種である．口永良部島と鹿児島県本土においての

み共通する貝類は 3 種である．口永良部島と奄美

大島においてのみ共通する貝類は 4 種である．

黒島　黒島における貝類相を Table 5 に示す．

出現種数は 9 科 19 種である．最も多くの地点で

確認できたのはカワニナで，14 地点で確認した．

出現種数が最も多い調査地点はポイント 7 とポイ

ント 9 で，11 種確認した．黒島と鹿児島県本土，

奄美大島において共通する貝類は 13 種である．

黒島と鹿児島県本土においてのみ共通する貝類は

2 種である．黒島と奄美大島においてのみ共通す

る貝類は 4 種である．

硫黄島　硫黄島における貝類相を Table 6 に示
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分類群　和名
調査地点 出現

地点数1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

腹足綱

カワニナ科
1カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12

トウガタカワニナ科
2タケノコカワニナ ○ 1

サカマキガイ科
3サカマキガイ ○ ○ 2

リンゴガイ科
4スクミリンゴガイ ○ 1

フトヘナタリ科
5フトヘナタリ ○ 1

6カワアイ ○ 1

フネアマガイ科
7フネアマガイ ○ ○ ○ 3

アマオブネガイ科
8イシマキガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

9カノコガイ ○ ○ ○ 3

10キバアマガイ ○ ○ 2

11アマオブネガイ ○ ○ ○ 3

12イシダタミアマオブネ ○ ○ 2

13リュウキュウアマガイ ○ 1

14アマガイ ○ ○ 2

15オオアマガイ ○ ○ ○ ○ 4

カワザンショウガイ科
16クリイロカワザンショウ ○ 1

17ダテカワザンショウ ○ 1

タマキビ科
18イボタマキビ ○ ○ 2

19ヒメウズラタマキビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

20ホソスジウズラタマキビ ○ 1

21アラレタマキビ ○ ○ ○ ○ 4

ニシキウズガイ科
22イシダタミガイ ○ ○ ○ 3

23クビレクロヅケ ○ 1

ユキノカサガイ科
24コウダカアオガイ ○ ○ ○ 3

ヨメガカサガイ科
25ヨメガカサガイ ○ ○ ○ ○ 4

カラマツガイ科
26カラマツガイ科の一種 ○ 1

アッキガイ科
27レイシダマシモドキ ○ 1

28アッキガイ科の一種 ○ 1

二枚貝綱

イガイ科
29ヒバリガイモドキ ○ ○ 2

地点別確認種類数 2 2 1 9 2 2 10 2 1 3 1 3 2 4 2 11 1 1 2 1 6 6 3

Table 2．種子島における主要調査地点別貝類相出現種．
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す．出現種数は 3 科 9 種である．汽水および淡水

産貝類は確認できなかった．おもにアマオブネガ

イ科とタマキビ科が確認された．温泉が海に流出

している 2 ポイントで採集を行った．硫黄島と鹿

児島県本土，奄美大島において共通する貝類は 6

種である．硫黄島と鹿児島県本土においてのみ共

通する貝類は 1 種である．硫黄島と奄美大島にお

いてのみ共通する貝類は 2 種である．

竹島　竹島における貝類相を Table 7 に示す．

出現種数は 3 科 7 種である．最も多くの地点で確

認できたのはカワニナで，4 地点で確認した．出

現種数が最も多い調査地点はポイント 4 で，6 種

確認した．竹島と鹿児島県本土，奄美大島におい

て共通する貝類は 7 種である．竹島と鹿児島県本

土においてのみ共通する貝類は確認できなかっ

た．竹島と奄美大島においてのみ共通する貝類は

確認できなかった．

口之島　口之島における貝類相を Table 8 に示

す．出現種数は 5 科 6 種である．最も多くの地点

で確認できたのはカワニナで，9 地点で確認した．

2 番目に多くの地点で確認できたのはウスイロオ

カチグサで，6 地点で確認した．出現種数が最も

多い調査地点はポイント 9 で，6 種確認した．口

之島と鹿児島県本土，奄美大島において共通する

貝類は 5 種である．口之島と鹿児島県本土におい

てのみ共通する貝類は 1 種である．口之島と奄美

大島においてのみ共通する貝類は確認できなかっ

た．

分類群　和名
調査地点 出現

地点数1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

腹足綱
カワニナ科

1カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13
フネアマガイ科

2フネアマガイ ○ ○ ○ 3
アマオブネガイ科

3イシマキガイ ○ ○ ○ ○ 4
4カノコガイ ○ ○ ○ 3
5ヒメカノコガイ ○ 1
6イガカノコガイ ○ ○ 2
7アマガイ ○ ○ 2
8アマオブネガイ ○ 1
9ヒメイシダタミアマオブネ ○ ○ 2

10リュウキュウアマガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5
11イシダタミアマオブネ ○ ○ ○ 3
12ヌリツヤアマガイ ○ 1
13フトスジアマガイ ○ ○ 2
14オオアマガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5
15キバアマガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5
タマキビ科

16ヒメウズラタマキビ ○ ○ ○ ○ ○ 5
17アラレタマキビ ○ ○ ○ ○ 4
18イボタマキビ ○ ○ ○ ○ ○ 5
19カスリタマキビ ○ 1
20ホソスジウズラタマキビ ○ ○ 2
ニシキウズガイ科

21イシダタミガイ ○ ○ ○ ○ 4
22クロヅケガイ ○ 1
ユキノカサガイ科

23コガモガイ ○ 1
二枚貝綱
イガイ科

24ヒバリガイモドキ ○ 1
ウグイスガイ科

25ウグイスガイ科の一種 ○ 1
地点別確認種類数 1 2 4 3 3 1 1 1 1 4 5 7 1 1 5 1 9 8 5 1 13

Table 3．屋久島における主要調査地点別貝類相出現種．
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大隅半島南部　大隅半島南部における貝類相

を Table 9 に示す．出現種数は 8 科 10 種である．

最も多くの地点で確認できたのはカワニナとイシ

マキガイで，5 地点で確認した．出現種数が最も

多い調査地点はポイント 6 とポイント 8 で，4 種

確認した．大隅半島南部と鹿児島県本土，奄美大

島において共通する貝類は 7 種である．大隅半島

南部と鹿児島県本土においてのみ共通する貝類は

2 種である．大隅半島南部と奄美大島においての

み共通する貝類は確認できなかった．大隅半島南

部においてのみ確認できたのはコシタカヒメモノ

アラガイである．

薩摩半島南部　薩摩半島南部における貝類相

を Table 10 に示す．出現種数は 9 科 13 種である．

最も多くの地点で確認できたのはイシマキガイ

で，5 地点で確認した．2 番目に多くの地点で確

認できたのはカワニナで，4 地点で確認した．出

現種数が最も多い調査地点はポイント 6 で，5 種

確認した．薩摩半島南部と鹿児島県本土，奄美大

島において共通する貝類は 10 種である．薩摩半

島南部と鹿児島県本土においてのみ共通する貝類

は 3 種である．薩摩半島南部と奄美大島において

のみ共通する貝類は確認できなかった．

与論島　与論島における貝類相を Table 11 に示

す．出現種数は 5 科 5 種である．最も多くの地点

で確認できたのはタイワンモノアラガイとサカマ

キガイで，3 地点で確認した．出現種数が最も多

い調査地点はポイント 4 で，4 種確認した．与論

島と鹿児島県本土，奄美大島において共通する貝

類は 2 種である．与論島と鹿児島県本土において

のみ共通する貝類は確認できなかった．与論島と

奄美大島においてのみ共通する貝類は 2 種であ

る．与論島においてのみ確認できたのは，オキナ

ワミズゴマツボである．

海産貝類を含む汽水産および淡水産貝類相（与

論島を除く）　貝類相を Table 12 に示す．出現種

数は全調査地で 21 科 54 種である．主要出現種は，

カワニナを硫黄島以外の全ての調査地で確認し

分類群　和名
調査地点 出現

地点数1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
腹足綱
カワニナ科

1カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
フネアマガイ科

2フネアマガイ ○ ○ ○ 3
アマオブネガイ科

3イシマキガイ ○ 1
4カノコガイ ○ ○ 2
5ヒメカノコガイ ○ ○ 2
6イガカノコガイ ○ 1
7アマオブネガイ ○ 1
8リュウキュウアマガイ ○ 1
9フトスジアマガイ ○ 1

10オオアマガイ ○ ○ ○ 3
11キバアマガイ ○ 1
12エナメルアマガイ ○ 1

タマキビ科
13マルアラレタマキビ ○ 1
14アラレタマキビ ○ ○ 2
15イボタマキビ ○ ○ ○ 3
16ホソスジウズラタマキビ ○ ○ ○ 3

アッキガイ科
17テツレイシガイ ○ 1

ユキノカサガイ科
18コウダカアオガイ ○ 1

ヨメガカサガイ科
19ヨメガカサガイ ○ ○ 2

地点別確認種類数 1 1 5 1 1 1 3 5 14 1 7

Table 4．口永良部島における主要調査地点別貝類相出現種．
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た．フネアマガイを硫黄島と竹島以外の全ての調

査地で確認した．アマオブネガイ科は硫黄島以外

の全ての調査地で計 14 種確認した．

鹿児島県本土と奄美大島の汽水および淡水産

貝類相と本調査地の汽水および淡水産貝類相の比

較では，本調査地と鹿児島県本土，奄美大島にお

いて共通する貝類が 28 種，本調査地と鹿児島県

本土においてのみ共通する貝類が 13 種，本調査

地と奄美大島においてのみ共通する種が 7 種であ

ることから，本調査地の貝類相は鹿児島県本土の

分類群　和名
調査地点 出現

地点数1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
腹足綱
カワニナ科

1カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14
モノアラガイ科

2タイワンモノアラガイ ○ 1
サカマキガイ科

3サカマキガイ ○ 1
フネアマガイ科

4フネアマガイ ○ 1
アマオブネガイ科

5イシマキガイ ○ 1
6ヒメカノコガイ ○ 1
7リュウキュウアマガイ ○ 1
8オオアマガイ ○ ○ 2
9キバアマガイ ○ 1

10エナメルアマガイ ○ 1
タマキビ科

11アラレタマキビ ○ 1
12コウダカタマキビ ○ 1
13イボタマキビ ○ ○ 2
14ホソスジウズラタマキビ ○ 1
15タイワンタマキビ ○ 1

ニシキウズガイ科
16クロヅケガイ ○ 1

ゴマフニナ科
17クロタマキビモドキ ○ 1

ヨメガカサガイ科
18アミガサガイ ○ 1
19ヨメガカサガイ ○ 1

地点別確認種類数 1 1 1 1 1 1 11 1 11 1 1 1 1 1

Table 7．竹島における主要調査地点別貝類相出現種．分類群　和名
調査地点 出現

地点数1 2
腹足綱
アマオブネガイ科

1アマオブネガイ ○ 1
2オオアマガイ ○ ○ 2
3イシダタミアマオブネガイ ○ 1
4キバアマガイ ○ 1

タマキビ科
5アラレタマキビ ○ ○ 2
6イボタマキビ ○ ○ 2
7ホソスジウズラタマキビ ○ 1
8コウダカタマキビ ○ 1

ヨメガカサガイ科
9ヨメガカサガイ ○ 1

地点別確認種類数 7 4

分類群　和名
調査地点 出現

地点数1 2 3 4
腹足綱
カワニナ科

1カワニナ ○ ○ ○ ○ 4
アマオブネガイ科

2フトスジアマガイ ○ 1
3キバアマガイ ○ 1

タマキビ科
4アラレタマキビ ○ ○ 2
5コウダカタマキビ ○ 1
6イボタマキビ ○ ○ ○ 3
7ホソスジウズラタマキビ ○ 1

地点別確認種類数 2 4 1 6

Table 6．硫黄島における主要調査地点別貝類相出現種．

Table 5．硫黄島における主要調査地点別貝類相出現種．
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貝類相に近いと示唆される．

汽水および淡水産貝類相（与論島を除く）　貝

類相を Table 13 に示す．出現種数は全調査地で

12 科 22 種である．硫黄島には，河川およびその

他の淡水域が存在しないため，汽水および淡水産

貝類は確認できなかった．主要出現種はカワニナ

を硫黄島以外の全ての調査地で確認した．フネア

マガイを硫黄島と竹島以外の全ての調査地で確認

した．イシマキガイを硫黄島，竹島，口之島以外

の全ての調査地で確認した．

鹿児島県本土と奄美大島の汽水および淡水産

貝類相と本調査地の汽水および淡水産貝類相の比

較では，本調査地と鹿児島県本土，奄美大島にお

いて共通する貝類が 13 種，本調査地と鹿児島県

本土においてのみ共通する貝類が 6 種，本調査地

と奄美大島においてのみ共通する種が確認されな

かったことから，本調査地の貝類相は鹿児島県本

土の貝類相に近いと示唆される．

本調査で確認できた全 22 種中淡水産貝類は 6

種のみであり，残りの 16 種は汽水産貝類である．

本調査では，大隅諸島に固有である種は確認でき

なかった．

分類群　和名
調査地点 出現

地点数1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
腹足綱
カワニナ科

1カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9
モノアラガイ科

2ヒメモノアラガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5
サカマキガイ科

3サカマキガイ ○ ○ ○ ○ 4
フネアマガイ科

4フネアマガイ ○ 1
カワザンショウガイ科

5ウスイロオカチグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
6クリイロカワザンショウ ○ 1

地点別確認種類数 1 1 2 2 2 2 3 2 6 4 1

分類群　和名
調査地点

出現地点数1 2 3 4 5 6 7 8 9
腹足綱
カワニナ科

1カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ 5
モノアラガイ科

2ヒメモノアラガイ ○ 1
3コシタカヒメモノアラガイ ○ 1

サカマキガイ科
4サカマキガイ ○ 1

フネアマガイ科
5フネアマガイ ○ 1

アマオブネガイ科
6イシマキガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5
7カノコガイ ○ ○ ○ 3

タマキビ科
8マルウズラタマキビ ○ ○ 2

二枚貝綱
イガイ科

9ヒバリガイモドキ ○ 1
シオサザナミ科

10ハザクラ ○ ○ 2
地点別確認種類数 3 3 2 1 1 4 1 4 3

Table 8．口之島における主要調査地点別貝類相出現種．

Table 9．大隅半島南部における主要調査地点別貝類相出現種．
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主要環境別・調査地のおもな出現種（報告）

河口・下流域　河口・下流域における出現種

を Table 14 (a) に示す．河口・下流域の中でも，

海水の影響する汽水域では，河川の存在しない硫

黄島と，少量の水路の水が海岸に注いでいる口之

島，河川が岩礁海岸に注いでいる竹島を除く全て

の調査地において，多くのアマオブネガイ科の貝

類を確認した．各調査地におけるアマオブネガイ

科の貝類の出現種は，種子島においてイシマキガ

イ，カノコガイ，屋久島においてイシマキガイ，

カノコガイ，ヒメカノコガイ，イガカノコガイ，

口永良部島においてカノコガイ，ヒメカノコガイ，

イガカノコガイ，黒島においてイシマキガイ，ヒ

メカノコガイ，大隅半島南部においてイシマキガ

イ，カノコガイ，薩摩半島南部においてイシマキ

ガイ，カノコガイ，ヒメカノコガイ，イガカノコ

ガイである．種子島と屋久島では，ヒメウズラタ

マキビを確認し，大隅半島南部と薩摩半島南部で

はマルウズラタマキビを確認した．大隅半島南部

と薩摩半島南部の河口干潟では，ハザクラを確認

分類群　和名
調査地点 出現

地点数1 2 3 4 5 6 7 8 9
腹足綱
カワニナ科

1カワニナ ○ ○ ○ ○ 4
トウガタカワニナ科

2タケノコカワニナ ○ 1
3イボアヤカワニナ ○ 1

フネアマガイ科
4フネアマガイ ○ 1

ウミニナ科
5ウミニナ ○ ○ 2

アマオブネガイ科
6カノコガイ ○ ○ ○ 3
7ヒメカノコ ○ 1
8イシマキガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5
9イガカノコ ○ 1

タマキビ科
10マルウズラタマキビ ○ 1

ニシキウズガイ科
11イシダタミガイ ○ 1

ムシロガイ科
12アラムシロ ○ 1

二枚貝綱
シオサザナミ科

13ハザクラ ○ ○ ○ 3
地点別確認種類数 4 3 2 2 3 5 2 2 2

Table 10．薩摩半島南部における主要調査地点別貝類相出現種．

Table 11．与論島における主要調査地点別貝類相出現種．

分類群　和名 調査地点 出現地点数1 2 3 4
腹足綱
トウガタカワニナ科

1アマミカワニナ ○ 1
モノアラガイ科

2タイワンモノアラガイ ○ ○ ○ 3
サカマキガイ科

3サカマキガイ ○ ○ ○ 3
カワザンショウガイ科

4ウスイロオカチグサ ○ 1
ミズゴマツボ科

5オキナワミズゴマツボ ○ 1
地点別確認種類数 1 3 2 4
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した．

河口・下流域の中でも，純淡水域が存在する

河川では，硫黄島を除く全ての調査地においてカ

ワニナを確認し，硫黄島と竹島を除く全ての調査

地においてフネアマガイを確認した．他にも様々

な貝類を確認したが，コシタカヒメモノアラガイ

は大隅半島南部において，タケノコカワニナとイ

ボアヤカワニナは薩摩半島南部においてのみ確認

した．

上・中流域，水路　上・中流域，水路におけ

る出現種を Table 14 (b) に示す．上・中流域，水

路は純淡水であり，硫黄島と竹島を除く全ての調

査地においてカワニナを確認し，他の様々な汽水

および淡水産貝類を確認した．各調査地において

確認された汽水および淡水産貝類の出現種は，種

子島においてイシマキガイ，フネアマガイ，タケ

ノコカワニナ，スクミリンゴガイ，口永良部島に

おいて，イシマキガイ，フネアマガイ，口之島に

おいてフネアマガイ，ヒメモノアラガイ，サカマ

キガイ，ウスイロオカチグサ，クリイロカワザン

ショウ，大隅半島南部においてイシマキガイ，フ

ネアマガイ，薩摩半島南部においてイシマキガイ

である．

マングローブ干潟　マングローブ干潟におけ

る出現種を Table 14 (c) に示す．本調査地では，

種子島と屋久島にマングローブ自生地が存在した

が，屋久島のマングローブ自生地は，栗生の栗生

川に非常に小規模のマングローブ自生地が存在す

るだけで，マングローブ干潟を形成しておらず，

汽水および淡水産貝類を採集することができな

かった．したがって，種子島の湊にある湊川と仲

之町にある大浦川河口に広がるマングローブ干潟

で汽水および淡水産貝類の採集を行った．種子島

の 2 地点における汽水および淡水産貝類の出現種

は，湊川においてダテカワザンショウ，ヒメウズ

ラタマキビ，大浦川においてフトヘナタリ，カワ

アイ，ヒメウズラタマキビである．

湧水地　湧水地における出現種を Table 14 (d) 

に示す．本調査では，淡水産貝類だけではなく，

汽水産貝類を採集することを目的としたため，河

川を中心に調査を行った．したがって，湧水地の

調査に関しては不十分である．参考までに調査し

た本調査地における出現種は，口永良部島，黒島

においてカワニナ，口之島においてカワニナとウ

スイロオカチグサである．

硫黄島には河川が全くないが，火山の影響で

海岸に温泉が湧き出して海へと流れ込んでおり，

非常に特殊な環境となっている．温泉が湧き出し

ている硫黄島の 2 地点で確認した貝類の出現種

は，坂本温泉においてアマオブネガイ，オオアマ

ガイ，イシダタミアマオブネガイ，キバアマガイ，

アラレタマキビ，イボタマキビ，コウダカタマキ

ビ，東温泉においてオオアマガイ，アラレタマキ

ビ，イボタマキビ，ホソスジウズラタマキビ，ヨ

メガカサガイである．しかし，これらの貝類は，

潮間帯にみられる種であることから，温泉の有無

に関係なく生息していると考えられる．

水田　水田における出現種を Table 14 (e) に示

す．水田も湧水地と同様に調査が不十分であるが，

参考までに調査した本調査地における出現種は，

口之島においてカワニナ，ヒメモノアラガイ，サ

カマキガイ，ウスイロオカチグサ，大隅半島南部

においてヒメモノアラガイである．

生息環境と種数の関係

各生息環境における出現種を Table 15 に示す．

生息場所　生息場所は，河川の上流，中流，下

流，河口および，水路，湧水，水田に区分した．

生息場所において最も出現種数が多いのは河口で

あり，本調査地の汽水および淡水産貝類全 22 種

中 19 種確認した．

水の性状　水の性状は，純淡水と汽水に区分

した．河口において，堰により純淡水と汽水の両

方を有している環境で確認した貝類については，

純淡水と汽水の両方に含めた．水の性状において

最も出現種数が多いのは汽水であり，本調査地の

汽水および淡水産貝類全 22 種中 17 種確認した．

改修強度　河川の改修強度は，増田・早瀬

（2000）に基づき，強，中，弱に区分した．強は

2 面コンクリート護岸またはそれ以上，中は護岸

が古い石垣や部分的な改修のみ，弱は多少人の手

による構造物があるが，ほとんど自然状態の河川
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ガ
イ
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9 ス
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ミ

リ
ン

ゴ
ガ

イ
○

○
○
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ズ
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ツ

ボ
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オ

キ
ナ
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ツ

ボ
○

1
フ

ネ
ア
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ガ

イ
科
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フ

ネ
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マ
ガ

イ
○

○
○

○
○
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○
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ト
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タ
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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ボ
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○
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○
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○
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○
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○
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○

○
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○
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○

2
フ

ネ
ア
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科

32
フ

ネ
ア

マ
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イ
○

○
○

○
○

○
○
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○

9
33

ベ
ッ

コ
ウ

フ
ネ

ア
マ

ガ
イ
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1

フ
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ヘ
ナ

タ
リ

科
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フ
ト

ヘ
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リ
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○
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3

35
カ

ワ
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イ
○

○
2

36
ヘ

ナ
タ

リ
ガ

イ
○

○
2

ウ
ミ

ニ
ナ

科
37

ウ
ミ

ニ
ナ

○
○

○
3

38
ホ

ソ
ウ

ミ
ニ
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○

1
39

イ
ボ

ウ
ミ

ニ
ナ

○
1

オ
ニ

ノ
ツ

ノ
ガ

イ
科

40
コ

ゲ
ツ

ノ
ブ

エ
ガ

イ
○

○
2

ア
マ

オ
ブ

ネ
ガ

イ
科

41
イ

シ
マ

キ
ガ

イ
○

○
○

○
○

○
○

○
8

42
カ

ノ
コ

ガ
イ

○
○

○
○

○
○

○
7

43
ヒ

メ
カ

ノ
コ

ガ
イ

○
○

○
○

○
○

6
44

イ
ガ

カ
ノ

コ
ガ

イ
○

○
○

○
○

5
45

コ
ハ

ク
カ

ノ
コ

ガ
イ

属
の

一
種

○
1

46
マ
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ア

マ
オ

ブ
ネ

ガ
イ

○
1

47
マ
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グ

ロ
ー
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ア
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○
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○

○
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リ
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○
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グ
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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4 オ
ハ

グ
ロ

ガ
キ

モ
ド

キ
○

1
シ

ジ
ミ

科
10

5 ヤ
エ

ヤ
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ヒ
ル
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1

10
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2

10
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マ
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○

1
マ
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シ
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科
10

8 チ
ビ

マ
メ

シ
ジ

ミ
○

1
10

9 マ
メ

シ
ジ

ミ
属

の
一

種
○

1
マ

ル
ス

ダ
レ

ガ
イ

科
11

0 ハ
マ

グ
リ

○
1

11
1 ア

サ
リ

○
1

地
点

別
確

認
種

類
数

12
7

6
6

0
1

6
9

11
5

67
70

である．改修強度において最も出現種数が多いの

は強であり，汽水および淡水産貝類全 22 種中 18

種確認した．

　考察

貝類相

本調査地で確認された汽水および淡水産貝類

において，海産貝類を含む場合と含まない場合の

両方で，カワニナを最も多くの調査地で確認する

ことができ，硫黄島を除く全ての調査地で確認す

ることができた．その理由としては，カワニナは，

日本全国に分布する広域分布種であり，生息環境

に適応する柔軟性をもつ「表現型可塑性」がある

ことから（増田・内山，2004），広範囲に分布す

ることができるため，本調査地でも分布を拡大し

ていくことができたと考えられる．

フネアマガイを硫黄島と竹島以外の全ての調

査地で，海産貝類を含む場合にアマオブネガイ科

の貝類を全ての調査地で確認することができた．

その理由としては，フネアマガイおよびアマオブ

ネガイ科の貝類は，幼生期に海中で浮遊生活を行

い，海流に乗って分布を拡大することができ，河

川の汚染に対して強い種を多く含み，岩盤付着性

の生態をもつ種を多く含むことから（増田・内山，

2004），広範囲に分布することができるため，本

調査地でも分布を拡大していくことができたと考

えられる．

海産貝類を含まない場合，イシマキガイを硫

黄島，竹島，口之島以外の全ての調査地で確認す

ることができた．その理由としては，イシマキガ

イはアマオブネガイ科の中でも河川の汚染に弱い

が，カワニナなどの他の淡水性巻貝類よりも岩に

付 着 す る 力 が 強 い こ と に よ り（ 小 原・ 冨 山，

2000），生息場所をめぐる競争に有利となり，広

範囲に分布することができるため，本調査地にお

いても分布を拡大していくことができたと考えら

れる．

各調査地における汽水および淡水産貝類相は，

種子島で 9 科 12 種確認しと比較的多い．これは，

種子島が多くの河口汽水域を有し，マングローブ

干潟などの特殊な生息環境をもっているためだと
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Table 14．主要環境別・調査地の出現種．（a）河口・下流域．

（b）河上・中流域，水路．

種名 種子島 屋久島 口永良
部島 黒島 硫黄島 竹島 口之島 大隅半

島南部
薩摩半
島南部

出現
地数

1 カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
2 タケノコカワニナ ○ 1
3 イボアヤカワニナ 0
4 ヒメモノアラガイ ○ 1
5 タイワンモノアラガイ 0
6 コシタカヒメモノアラガイ 0
7 サカマキガイ ○ 1
8 スクミリンゴガイ ○ 1
9 フネアマガイ ○ ○ ○ ○ 4

10 フトヘナタリ 0
11 カワアイ 0
12 ウミニナ 0
13 イシマキガイ ○ ○ ○ ○ 4
14 カノコガイ 0
15 ヒメカノコガイ 0
16 イガカノコガイ 0
17 クリイロカワザンショウ ○ 1
18 ダテカワザンショウ 0
19 ウスイロオカチグサ ○ 1
20 ヒメウズラタマキビ 0
21 マルウズラタマキビ 0
22 ハザクラ 0

種数の合計 5 1 3 1 0 0 6 3 2

種名 種子島 屋久島 口永良
部島 黒島 硫黄島 竹島 口之島 大隅半

島南部
薩摩半
島南部

出現
地数

1 カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
2 タケノコカワニナ ○ 1
3 イボアヤカワニナ ○ 1
4 ヒメモノアラガイ ○ 1
5 タイワンモノアラガイ ○ 1
6 コシタカヒメモノアラガイ ○ 1
7 サカマキガイ ○ ○ ○ ○ 4
8 スクミリンゴガイ 0
9 フネアマガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

10 フトヘナタリ 0
11 カワアイ 0
12 ウミニナ ○ 1
13 イシマキガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5
14 カノコガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5
15 ヒメカノコガイ ○ ○ ○ ○ 4
16 イガカノコガイ ○ ○ ○ 3
17 クリイロカワザンショウ ○ 1
18 ダテカワザンショウ 0
19 ウスイロオカチグサ ○ 1
20 ヒメウズラタマキビ ○ ○ 2
21 マルウズラタマキビ ○ ○ 2
22 ハザクラ ○ ○ 2

種数の合計 6 7 5 6 0 1 6 8 11
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（c）マングローブ干潟．

（d）湧水地．

種名 種子島 屋久島 口永良
部島 黒島 硫黄島 竹島 口之島 大隅半

島南部
薩摩半
島南部

出現
地数

1 カワニナ 0
2 タケノコカワニナ 0
3 イボアヤカワニナ 0
4 ヒメモノアラガイ 0
5 タイワンモノアラガイ 0
6 コシタカヒメモノアラガイ 0
7 サカマキガイ 0
8 スクミリンゴガイ 0
9 フネアマガイ 0

10 フトヘナタリ ○ 1
11 カワアイ ○ 1
12 ウミニナ 0
13 イシマキガイ 0
14 カノコガイ 0
15 ヒメカノコガイ 0
16 イガカノコガイ 0
17 クリイロカワザンショウ 0
18 ダテカワザンショウ ○ 1
19 ウスイロオカチグサ 0
20 ヒメウズラタマキビ ○ 1
21 マルウズラタマキビ 0
22 ハザクラ 0

種数の合計 4 0 0 0 0 0 0 0 0

種名 種子島 屋久島 口永良
部島 黒島 硫黄島 竹島 口之島 大隅半

島南部
薩摩半
島南部 出現地数

1 カワニナ ○ ○ ○ 3
2 タケノコカワニナ 0
3 イボアヤカワニナ 0
4 ヒメモノアラガイ 0
5 タイワンモノアラガイ 0
6 コシタカヒメモノアラガイ 0
7 サカマキガイ 0
8 スクミリンゴガイ 0
9 フネアマガイ 0

10 フトヘナタリ 0
11 カワアイ 0
12 ウミニナ 0
13 イシマキガイ 0
14 カノコガイ 0
15 ヒメカノコガイ 0
16 イガカノコガイ 0
17 クリイロカワザンショウ 0
18 ダテカワザンショウ 0
19 ウスイロオカチグサ ○ 1
20 ヒメウズラタマキビ 0
21 マルウズラタマキビ 0
22 ハザクラ 0

種数の合計 0 0 1 1 0 0 2 0 0
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考えられる．主要な出現種としては，カワニナと

イシマキガイを多くの調査地点で確認した．これ

らの種は，他の調査地においても主要な出現種と

なっている広域分布種である．出現種数が多い調

査地点はポイント 16 とポイント 7 であり，この

調査地点は河口で汽水域を含むことから，多様な

生息環境を有しており，出現種数が多くなったと

考えられる．

種名 種子島 屋久島 口永良
部島 黒島 硫黄島 竹島 口之島 大隅半

島南部
薩摩半
島南部

出現
地数

1 カワニナ ○ 1
2 タケノコカワニナ 0
3 イボアヤカワニナ 0
4 ヒメモノアラガイ ○ ○ 2
5 タイワンモノアラガイ 0
6 コシタカヒメモノアラガイ 0
7 サカマキガイ ○ 1
8 スクミリンゴガイ 0
9 フネアマガイ 0

10 フトヘナタリ 0
11 カワアイ 0
12 ウミニナ 0
13 イシマキガイ 0
14 カノコガイ 0
15 ヒメカノコガイ 0
16 イガカノコガイ 0
17 クリイロカワザンショウ 0
18 ダテカワザンショウ 0
19 ウスイロオカチグサ ○ 1
20 ヒメウズラタマキビ 0
21 マルウズラタマキビ 0
22 ハザクラ 0

種数の合計 0 0 0 0 0 0 4 1 0

種名
生息場所 水の性状 改修強度

上流 中流 下流 河口 水路 湧水 水田 純淡水 汽水 強 中 弱
1 カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 タケノコカワニナ ○ ○ ○ ○ ○
3 イボアヤカワニナ ○ ○ ○
4 ヒメモノアラガイ ○ ○
5 タイワンモノアラガイ ○ ○ ○
6 コシタカヒメモノアラガイ ○ ○ ○
7 サカマキガイ ○ ○ ○ ○ ○
8 スクミリンゴガイ ○ ○ ○
9 フネアマガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 フトヘナタリ ○ ○ ○
11 カワアイ ○ ○ ○
12 ウミニナ ○ ○ ○
13 イシマキガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 カノコガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 ヒメカノコガイ ○ ○ ○ ○ ○
16 イガカノコガイ ○ ○ ○ ○ ○
17 クリイロカワザンショウ ○ ○ ○
18 ダテカワザンショウ ○ ○ ○
19 ウスイロオカチグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 ヒメウズラタマキビ ○ ○ ○ ○ ○
21 マルウズラタマキビ ○ ○ ○
22 ハザクラ ○ ○ ○

種数の合計 2 3 5 19 7 2 2 13 17 18 7 9

（e）水田．

Table 15．生息環境と種数の関係．
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屋久島では 4 科 7 種確認しており，やや種数

が少ない．これは，面積が同程度の種子島に比べ

て調査を行った汽水域が少なく，マングローブ干

潟などの特殊な生息地を有していないためだと考

えられる．主要な出現種としては，カワニナとイ

シマキガイを多くの調査地で確認した．これらの

種は，他の調査地においても主要な出現種となっ

ている広域分布種である．出現種数が多い調査地

点は，ポイント 21 とポイント 17 であり，この調

査地点は河口で汽水域を含むことから，多様な生

息環境を有しており，出現種数が多くなったと考

えられる．

口永良部島では 3 科 6 種確認しており，種数

はやや多い．これは，口永良部島は第四紀の火山

島であるにも関わらず，他の火山島嶼に比べて，

淡水河川や汽水域が例外的に広い．このため，口

永良部島の出現種が，汽水域に生息する種が多い

たのであろう．口永良部島の汽水域の貝類は，幼

生期に海流に乗って屋久島などの近くの島々から

移入してきたためだと考えられる．主要な出現種

としては，カワニナとフネアマガイを多くの調査

地点で確認した．これらの種は，他の調査地にお

いても主要な出現種となっている広域分布種であ

る．出現種数が多い調査地点はポイント 9 とポイ

ント 11 であり，この調査地点は河口で汽水域を

含むことから，多様な生息環境を有し，改修強度

が強であることから，付着性の生態をもつ貝類に

とって安定した付着基盤を有していると考えら

れ，出現種数が多くなったと考えられる．

黒島では 5 科 6 種確認しており，やや種数が

多い．これは，島に河川が多いことと，出現種と

して汽水域に生息する種が多いことから，多くの

汽水種が，幼生期に海流に乗って南方の島々から

移入してきたためだと考えられる．主要な出現種

としては，カワニナを多くの調査地点で確認した．

この種は，他の調査地においても主要な出現種と

なっている広域分布種である．出現種数が多い調

査地点は，ポイント 7 とポイント 9 であり，この

調査地点は河口で汽水域を含むことから，多様な

生息環境を有し，改修強度が強であることから，

付着性の生態をもつ貝類にとって安定した付着基

盤を有していると考えられ，出現種数が多くなっ

たと考えられる．

硫黄島は，河川などの純淡水域および汽水域

が存在しないことから，汽水および淡水産貝類を

確認することができなかった．

竹島では 1 科 1 種確認しか確認できなかった．

これは，竹島は河川数が少なく，生息環境が限定

されているためだと考えられる．また，多くの河

川において，河口が滝になっており，生息環境の

攪乱が頻繁に起こるため，幼生期に浮遊生活を行

う貝類にとって安定した定着基盤となっておら

ず，付着性の生態をもつ貝類にとって安定した付

着基盤となっていないことと，塩分濃度の変化が

普通の河口に比べて極端になり，多様な生息環境

を提供しないため，出現種数が少ないと考えられ

る．出現種は，海産貝類は数種出現しているが，

汽水および淡水産貝類はカワニナしか出現してい

ない．この種は，他の調査地においても主要な出

現種となっている広域分布種である．竹島は，約

7300 年前（暦年補正）に広域火山灰であるアカ

ホヤ火山灰を噴出した鬼界カルデラのカルデラ壁

として成立した島であり（奥野，2002），このよ

うな火山活動下で，竹島の生物が生きのびたとは

考えられず，完全に絶滅したと考えられる．この

ことから，竹島の汽水および淡水産貝類の移入は

最近起こっており，淡水産貝類にいたっては，分

散様式として，人為的な移入による分散しか考え

られないため，出現種が非常に少ないと考えられ

る．海産貝類を含む場合に，出現種数が多い調査

地点はポイント 4 であり，この調査地点は河口で

汽水域を含むことから，多様な生息環境を有して

おり，出現種数が多くなったと考えられる．

口之島では 5 科 6 種確認しており，やや種数

が多い．これは，口之島は河川だけでなく水田や

湧水が多く，様々な生息環境を有しているためだ

と考えられる．主要な出現種としては，カワニナ

を多くの調査地点で確認した．この種は，他の調

査地においても主要な出現種となっている広域分

布種である．また，他の調査地ではあまりみられ

ないウスイロオカチグサを多くの調査地点で確認

したことから，大隅諸島の汽水および淡水産貝類
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相と若干異なった貝類相となっていると考えられ

る．出現種数が多い調査地点はポイント 9 であり，

この調査地点は河口で汽水域を含むことから，多

様な生息環境を有し，改修強度が強であることか

ら，付着性の生態をもつ貝類にとって安定した付

着基盤を有していると考えられ，出現種数が多く

なったと考えられる．

大隅半島南部では 7 科 9 種確認した．冨山ほ

か（2003）によると鹿児島県本土全体で 26 科 67

種確認されているが，本調査では 9 地点と調査地

域の面積の割に非常に少ない調査地点しか設定で

きなかったことにより，種数が少なくなったと考

えられる．主要な出現種としては，カワニナとイ

シマキガイを多くの調査地点で確認した．これら

の種は，多くの調査地において主要な出現種と

なっている広域分布種である．出現種数が多い調

査地点はポイント 6 とポイント 8 であり，この調

査地点は河口干潟で汽水域を含むことから，多様

な生息環境を有し，改修強度が強であることから，

付着性の生態をもつ貝類にとって安定した付着基

盤を有していると考えられ，出現種数が多くなっ

たと考えられる．また，大隅半島南部では，コシ

タカヒメモノアラガイやハザクラのように大隅諸

島および口之島，与論島では確認されなかった貝

類が確認されたことから，これらの貝類は鹿児島

県本土を分布の南限としていると考えられる．

薩摩半島南部では 7 科 11 種確認した．冨山ほ

か（2003）によると鹿児島県本土全体で 26 科 67

種確認されているが，本調査では 9 地点と調査地

域の面積の割に非常に少ない調査地点しか設定で

きなかったことにより，種数が少なくなったと考

えられる．主要な出現種としては，カワニナとイ

シマキガイを多くの調査地点で確認した．これら

の種は，多くの調査地において主要な出現種と

なっている広域分布種である．出現種数が多い調

査地点はポイント 6 であり，この調査地点は河口

干潟で汽水域を含むことから，多様な生息環境を

有し，改修強度が強であることから，付着性の生

態をもつ貝類にとって安定した付着基盤を有して

いると考えられ，出現種数が多くなったと考えら

れる．また，薩摩半島南部では，イボアヤカワニ

ナやハザクラのように大隅諸島および口之島，与

論島では確認されなかった貝類が確認された．ハ

ザクラは，鹿児島県本土を分布の南限としている

可能性があるが，イボアヤカワニナは，奄美大島

でも採集された記録があるため，大隅諸島にも生

息している可能性があり，今後詳細な貝類相の調

査が必要であろう．

与論島では，淡水産貝類を 5 科 5 種確認した．

主要な出現種としては，タイワンモノアラガイと

サカマキガイを多くの地点で確認した．また，ア

マミカワニナや，タイワンモノアラガイのような

鹿児島県本土に生息せず，奄美大島に生息する南

方系の種を確認したことから，広域分布種を除く

と，大隅諸島の貝類相とは全く異なった貝類相で

あると考えられる．また，与論島でオキナワミズ

ゴマツボを確認した．本種は，過去に種子島で確

認されているため，鹿児島県内では，種子島以南，

与論島以北の島々にも分布している可能性が考え

られ，今後詳細な貝類相の調査が必要である．

生息環境と種数の関係

生息環境と種数の関係において，生息場所で

最も出現種数が多いのは河口，水の性状で最も出

現種数が多いのは汽水，河川の改修強度で最も出

現種数が多いのは改修強度が強という結果になっ

た．

生息場所としての河口は，干潟，砂浜，転石

海岸，藻場，ヨシ原，マングローブ林などの各環

境に応じて生物相が変化するという特徴がある．

また，水の性状としての汽水は，塩分濃度に応じ

て生物相が変化するという特徴と，淡水域に比べ

て栄養塩類を多く含むという特徴がある．汽水は，

一般的に河口で淡水と海水が混ざり合うことによ

りできるので，河口と汽水は互いの特徴を共有し

ている．そのため，河口と汽水は多様な種が生息

可能となり，出現種数が多いと考えられる．

改修強度が強の河川は，本調査地の全河川中

55％を占め，多くの河川が 2 面護岸以上の護岸が

されている状態であり，2 面護岸に多いコンク

リート護岸は，付着性の貝類にとって安定した付

着基盤となる．本調査地で確認した汽水および淡
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水産貝類は付着性の貝類が多いことから，付着性

の貝類にとって安定した生息環境となる改修強度

強のコンクリート護岸に出現種数が多くなったと

考えられる．また，コンクリート護岸は，採集を

行う際に貝類を見つけやすいことから出現種数が

多くなった可能性も考えられる．

以上のように，今回の調査によって，大隅諸

島の淡水汽水産貝類の生息現況を明らかにするこ

とができた．今後は，各産地の貝類相の類似度か

らファイナ構成の類縁性を考察し，種数 - 面積関

係などのより深い生物地理学的な考察を行いた

い．
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